






まずはホテルの概要について教えてください。
当ホテルは、長年大阪の人々に愛されてきた大阪  
新歌舞伎座の跡地に世界的な建築家・隈研吾氏   
による設計で建設されました。「時を、つなぐ」を      
コンセプトに、新歌舞伎座の伝統的な意匠を継承し、

低層部は唐破風の連なる
華麗な外観を復元してい 
ます。館内は隈研吾氏設計
ならではの、格子模様や  
直線美が生む和モダンな
空間で、「木のぬくもり」を
随所に感じていただける 
デザインです。お客様が我が
家に帰ってきたようなくつ

ろぎを感じていただけるよう心地よく過ごせる上質
な空間づくりを目指し、客室はドアノブや照明など
細部の意匠にもこだわり、本物志向のお客様にも 
ご満足いただけるしつらえです。

昨今、自然災害が多くなっていますが、防災対策や
施設管理で特に注意していることはありますか？
防災対策として備蓄倉庫を設けて災害時に           
必要な品を用意しており、災害時の避難場所に     
指定されています。また、当ホテルはロゴに
HOTEL&MUSEUMとあるように、ホテル全体で
100点を超えるアート作品
を展示しています。このような
高価な美術品を美術館   
以外で展示することは、   
日本で初めての試みです。
そのため美術品の管理に
は特に細心の注意を払って
施設の管理をしています。

編集室
今回、ホテルロイヤルクラシック大阪様を訪問し、   
細部に至るまでデザインにこだわった建物である  
ことを改めて実感しました。ホテル内のチャペルも、
華やかでありながら木の香りや柔らかさを感じる  
落ち着いた空間です。この美しい建物で万が一火災
が発生した場合に被害を最小限で抑えられるよう、
デザイン性の高い建物に溶け込むように配慮して、
消防用設備を導入させていただきました。大阪の  
新しいランドマークとなる素敵なホテルに携わる   
ことができたことを、とても嬉しく思います。
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2019年12月1日（日）、大阪・なんばの新歌舞伎座跡地にオープンした
「ホテルロイヤルクラシック大阪」。
地上19階、地下1階、客室150室のこのホテルに、ヤマトプロテックの 
連結送水管（SUS管）とスプリンクラー設備を導入していただきました。
そこで今回は、ホテルロイヤルクラシック大阪の村上様、鹿島建物の  
森澤様にお話を伺いました。

水による初期消火を目的として、火災感知  
から消火までのすべてを自動で行う消防用  
設備です。

スプリンクラー設備

鋼管によるスプリンクラー設備の配管に     
変わる新システム。
自由に曲げることができる樹脂の特徴を発揮
することで、施工を容易にし、部材のたわみが
優れた耐震性にもつながります。

樹脂配管システム

ホテルを守る消防設備第5回

ジオラマ
辞　典
ジオラマ
辞　典

ヤマトプロテック東京本社1階  
ロビーにある巨大ジオラマでは、
街のあちこちで人々の安全を
守っている当社の消防設備を
ピックアップし、紹介しています。

森澤様

村上様
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